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O"cひ川/α"jcz属に対する日本住血吸虫の感染Ｉ性

2．山梨産日本住血吸虫ミラシジウムの他産地Ｏ"come血"/α

属に対する感染性

「÷「

石 氷裳

広島大学医学部寄生虫学教室（主任：辻守康教授）

(昭和50年11月27日受領）

０．ノカ．〃OS⑪ACﾉｰα以外の貝については，岩永・辻

(1972）の方法，即ち循環式濾過飼育槽内式濾床（20×

26×20ｃｍ）によって飼育したが０．ノMzos”んｏｒαにつ

いては，上述の飼育槽の他，濾紙上飼育（径14.5ｃｍ，

高さ3.5ｃｍを有するペトリシヤーレ内に径12ｃｍの東洋

濾紙Ｎｏ．２を入れたもの）及び寒天培地上飼育（岩永，

1976）も併用した．

３．ミラシジウムの感染方法

０．ｈ．〃０s”/zo,-α及び０．〃z〃"zαについてはﾉj､型

試験管（径１ｃｍ，高さ４ｃｍ）に，貝１個当りミラシジ

ウム数１，３，５，１０個宛をそれぞれ入れ，また上述以

外の貝は５個宛入れて，１昼夜浸漬感染させた．なお，

水量は2.5ｍｌである．

４．感染後の飼育方法

循環式濾過飼育槽では，200～400個，濾紙上飼育及び

寒天培地上飼育では50～80個の貝を入れ，餌料は原則と

して午前中に与えた．また，貝はしばしば，ガラス壁へ

這い上っているので，投餌の際に小形ピンセットまたは

筆で水中，土壌または寒天培地上へ戻してやった．餌料

は，培養で得られた畦藻類MZosi7asp.，Ｆｍｇｉ/ｍｒｉａ

ｓｐ、の淡水産植物プランクトンで，投餌量は貝１個当り
１～２×107個の細胞を１～２日に１回与えた．また,投

餌方法は，循環式濾過飼育槽へは，所定量の珪藻類懸濁

液を充分に攪伴したのち，直接飼育水中へ流しこんだ．

また他の２飼育槽へは,所定量の硅藻類懸濁液を濾液(東

洋濾紙Ｎｏ．２）で濾過し，集められた硅藻類に少量の

培養液（約５～10ｍl）を加え，充分攪伴したのち，飼育

槽内全域へ均一に餌料が行き渡る様に与えた．

５．感染貝の検査方法

感染後７～８週目から30～34週目迄は，遊出法によっ

て，それ以降は圧平法を用いてセルカリアの有無を確か

緒論

日本住血吸虫症の免疫血清学的診断法に用いる抗原を

多量に得るには，多数の感染貝を実験室内で作り出すこ

とが必要である．著者は第１報で山梨産日本住血吸虫に

対する同産地貝のＯ'2ＣＯ"JCJα"/αノカｚＷ"SiSlJosOPﾉio,-α

累代飼育貝の感染性について検討した結果，累代が重な
れば重なる程，その感染率は低下する傾向が見られるこ

とを報告した(岩永，1976)．一方,産地の異なるＯ"ＣＯノル

c〃"iα属に対する感受性についての報告は，Ｄｅｗｉｔｔ

(1954)，Hsii，ａｎｄＨｓｉｉ（1966）などがあり前者は，０．

ﾉ）．/i”e"s/s，０．几'zosoPhora，Ｏｈ./Ｍ"Csα"α，Ｏ

ハ.９'`Ｍγαｓｉについて，後者も０．ノルノｂｒ"JCSα"αなど
について述べているが，ミラシジウム感染後の飼育環境

及び累代飼育貝に対する感染性についての報告は，未だ

見当らない．そこで今回は，産地の異なる０．九’1CSO‐

′ｈｏｒａの累代飼育貝における感染推移を，ミラシジウム
感染数及び感染後の飼育槽によって比較すると共に，Ｏ

Ａ．〃Cs”/ｉｏ７ａ以外のＯ"ＣＯ"zem"/α属の感染性につい

ても検討を加えたので報告する．

実験材料及び方法

1実験材料

実験に使用したＯ'JCC"zem'２/α属は，Ｏ"CO"Jem"iα

ハ”elM〃osoPhorα久留米産自然棲息地貝及びこれの
５代目迄の累代飼育貝，利根産貝の３代目迄の累代飼育

貝，○．力．９"ααγαsｉ（レイテ産)，○．ハ．ｃｈ２`i(台湾石門

産)，Ｏ・ん．九r"zom"ａ（台湾彰化及び宣蘭産）及び

０．〃z〃''2ａ（佐渡産）で，使用した日本住血吸虫ミラシ

ジウムは山梨産のものである．

２．飼育装置

本研究の一部は文部省科学研究費奨励研究によった。

（２３）
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TablellnfectionrateandmortalityofO．ｈ、''０s⑭ACハＩ（withshelllength，

＞６ｍｍ）infectedwith5miracidiapersnail

Ｉ

ｂ

Ⅱ

Ⅲ
｜
ｂ

Ｎｏ．of
Strain

generation
ａｂｃａ Ｃ Ｃ

105８６

（81.9）

205１７０

（82.9）

292２３４

（80.1）

120９１

（75.8）

115８１

（70.4）

125８８

（70.4）

６

(5.7）

１０

（4.9）

１５

（5.1）

１０

（8.3）

１２

(10.4）

１４

(11.2）

１
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１

６
０
７
７
９
２
６
０
８
９
６
０

２
．
３
。
２
．
３
。
２
．
９
】
。

５
１
９
０
４
１

６
６
５
６
５
５

く
く
く
く
く
く

０
０
９
０
１
１

４
６
４
６
５
５

４

(10.0）

６

(10.0）

７

(14.3）

９

(15.0）

５

（9.8）

６

(11.8）

０
１
２
３
４
５

ｊ
ｊ
Ｊ
１
１

２
５
２
７
２
５
２
４
３
７

●
●
●
●
●

０
７
０
５
６

１
く
１
１
１

く
く
く
く

1９１３

（68.4）

2６１６

（61.5）

1９１３

（68.4）

1３８

（61.5）

1８１１

（61.1）

Ｋｕｒｕｍｅ

０
１
２
３

１
Ｊ
１

２
５
２
４
２
３

●
●
●

２
５
３

１
１
１

く
く
く

1６１３

（81.3）

1３１０

（76.9）

1５１１

（73.3）

5０３６

（72.0）

4１２９

（70.7）

2５１６

（64.0）

119１１６

（97.5）

190１６５

（86.8）

200１６１

（80.5）

３

(2.5）

１２

(6.3）

１９

(9.5）

１
Ｊ
ｊ

ｏ
０
５
２
２
０

●
●
□

０
２
８

１
１
く

く
くＴoｎｅ

ｌ：Innersoil-filtercirculatingtankⅡ：Petridishwithfilterpaper

m：Pertidishwithagarmedium

a：Ｎｏ．ofsnailsexaminedb：No.（ｿ6）ofsnailsinfectedc：No.（96）ｏｆｓｎａｉｌｓｄｉｅｄ

つた．死貝率では,ミラシジウム数１個宛感染の場合,循

環式濾過飼育槽では４代目貝の６．３％，濾紙上飼育では

４代目貝の11.1％，寒天培地上飼育では４代目貝の10.5

％が最も高かった．３個，５個宛感染になると，更に死

貝率は高くなり，３個宛感染の場合，循環式濾過飼育槽

で４代目貝の100％，濾紙上飼育で２代目貝の12.5％，

寒天培地上飼育で２代目及び４代目貝の14.3％，５個宛

感染の場合，循環式濾過飼育槽で５代目貝の11.2％，濾

紙上飼育で３代目貝の15.0％，寒天培地上飼育で５代目

貝の16.7％が最も高かった．ミラシジウム10個宛感染で

は，Fig.４に示すように，循環式濾過飼育槽飼育の４代

目の貝28.9％を除いては，３０％以上の高率を示し，中で

も循環式濾過飼育槽で３代目貝(39.3％)，濾紙上飼育で

初代貝(40.0％)，寒天培地上飼育で４代目貝(42.9％)が

高かった．この殻長６ｍｍ以上を有する貝のミラシジウ

ム感染数による比較成績を最も結果の良かった循環式濾

過飼育槽の場合についてみるとTable2の如くとなる．

即ち５個宛感染の場合は初代，２代目と80％以上の感染

率を示し，実験を行なった５代目迄が70％以上と最も成

めた．

結果

１．久留米産Ｏハ．〃Cs”/iｏ７ａ

Ｄ殼長６ｍｍ以上を有する貝

山梨系日本住血吸虫ミラシジウムの感染率及び死貝率

は，Fig.１～４に示す通りである．まず感染率では，ミ

ラシジウム５個宛感染の場合が最も良く，特に，循環式

濾過飼育槽ではTableｌにも示す如く，５代目迄いずれ

も70％以上であった同じ５個宛感染の場合の他飼育槽

における成績は，濾紙上飼育で初代貝の61.7％，寒天培

地上飼育で初代及び３代目の貝68.4％が最も高率を示し

た．ミラシジウム数１個及び３個宛感染の場合は，寒天

培地上飼育を除いては，３個宛感染の方が高く循環式濾

過飼育槽では初代貝の72.4％，濾紙上飼育では初代及び

３代目貝の66.7％が最も高率を示し，１個宛感染の場合

には，それぞれ３代目貝の６２．９％，初代貝の５８．７％が

高かった．ミラシジウム数10個宛感染では，Fig.４に示

すように循環式濾過飼育槽飼育における初代貝の49.5％

が最も高率であるという成績で，いずれも50％以下であ

（２５）
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Table2InfectionrateandmortalitｙｏｆＯｏｈ．〃osopAo7-awithshelllength，

＞６ｍｍminnersoil-filtercirculatingtanｋ

３miracidia ５miracidia lOmiracidialmiracidium
Ｎｏ．ｏｆ

●

gｅｎｅｒａｔｌｏｎ
Strain

ｂｂｂｂａｃａｃａｃａｃ

101７７

（76.2）

192１３９

（72.4）

211１５０

（71.1）

111８０

（72.1）

120８３

（69.2）

140９４

（67.1）

８９５６

（62.9）

112６９

（61.6）

173１０７

（61.8）

９７６１

（62.9）

９６５７

（59.4）

105６３

（60.0）

１
１
１
１
Ｊ
１

３
４
５
５
８
６
６
２
６
３
６
７

●
●
●
●
●
●

３
４
４
６
６
５

く
く
く
く
く
く

Ｊ
１
１
Ｊ
１
１

５
０
８
２
１
２
９
１
２
０
８
７

・
・
１
．
・
１
・
・

５
４
５
８
０
５

く
く
く
く
１
く

く

105８６

（81.9）

205１７０

（82.9）

292２３４

（80.1）

120９１

（75.8）

115８１

（70.4）

125８８

（704）

６

(5.7）

１０

(4.9）

１５

(5.1）

１０

(8.3）

１２

(10.4）

１４

(lL2）

７５３６

（48.0）

1０１５０

（49.5）

109５３

（48.6）

８９４２

（47.2）

９０３６

（40.0）

６５２６

（40.0）

１６

(21.3）

３１

(30.7）

３４

(31.2）

３５

(39.3）

２６

(28.9）

２０

(30.8）

０
１
２
３
４
５

Ｋｕｒｕｍｅ

０

１２０７７
１

（64.2）

２０１１２４
２

（61.7）

１０１６１
３

（60.4）

６

(5.0）

１４

(7.0）

２

(2.0）

130１０３

（792）

195１４８

（75.9）

295２１２

（71.9）

１２

(9.2）

１２

(6.2）

２７

(9.2）

119１１６

（97.5）

190１６５

（86.8）

200１６１

（80.5）

8６４２

（48.8）

6０２９

（48.3）

4５２１

（46.7）

１
１
１

３
５
２
３
９
５

・
１
・
１
・

２
６
９

く
く
く

２４

(27.9）

１５

(25.0）

１４

(31.1）

Ｔoｎｅ

a：Ｎｏ．ofsnailsexaminedb：No.(％）ofsnailsinfectedc：No.(％）ｏｆｓｎａｉｌｓｄｉｅｄ

績が良かった．次いで,３個宛感染，１個宛感染の順で，

10個宛感染ではいずれも40％台の感染率であった．また

死貝率では１個宛の場合３～６％前後と低く，３個宛及

び５個宛感染の場合でも４～11％前後であるのに，１０個

宛感染では20～40％と著しく高率であった．

２）殼長４～６ｍｍを有する貝

殻長４～６ｍｍを有する貝の感染率はＦｉｇｓ５～８の

通りで，ミラシジウム５個宛感染の場合が最も成績が良

く，特に循環式濾過飼育槽では，いずれも60％以上の感

染が得られている．濾紙上飼育では，初代貝が70％の感

染率を示したものの，４代目及び５代目貝では60％以下

であり，寒天培地上飼育では，初代及び３代目貝が60％

以上の感染率を示したにすぎなかった．ミラシジウム１

個，３個宛感染の場合では，総じて３個宛感染の場合が

良く，循環式濾過飼育槽で初代貝の69.2％，濾紙上飼育

で２代目貝の66.7％，寒天培地上飼育で３代目貝の60.0

％が最も高く，特に循環式濾過飼育槽では，各累代飼育

共に60％以上であった．ミラシジウム数10個宛感染の場

合は，いずれも50％以下の感染率であって，他に比し極

めて低かった．死貝率では，ミラシジウム数１個宛感染

の場合，循環式濾過飼育槽で7.196～22.5％，濾紙上飼

青で5.0％～11.5％，寒天培地上飼育で０％～13.3％で

あり，３個宛感染の場合，循環式濾過飼育槽で2.9％～

13.5％濾紙上飼育で６．０％～10.3％，寒天培地上飼育

でも5.0％～16.7％といずれも大きな差は認められ

ない．また５個宛感染では，循環式濾過飼育槽で3.3％

～19.0％，濾紙上飼育で4.9％～10.0％，寒天培地上飼

育で7.7％～20.0％であった．しかし，１０個宛感染にな

るといずれも20％以上の死貝率を示し，中でも循環式濾

過飼育槽では２代目貝の46.9％，濾紙上飼育でも２代目

貝の41.796,寒天培地上飼育では５代目貝の50.0％が最

も高かった．

３）殻長４ｍｍ以下を有する貝

ミラシジウム数１，３，５個宛感染では明らかな有意

差は認められず，各累代飼育貝共に50％以下の感染率を

有するものが多かった(図９～12)．その中ではミラシジ

ウム数１個宛感染の場合51.1％，３個宛感染の場合50.6

96,5個宛感染の場合50.6％と，いずれも循環式濾過飼

育槽の初代貝が高率であった．ミラシジウム数10個宛感

染では，最も高率を示したのが循環式濾過飼育槽の初代

貝の41.8％であっていずれも低かった.死貝率では，ミラ

シジウム感染数が多くなればなる程高くなり，中でも

(２６）



7３

(％）(％）

DJ■
,）

1００

ｌｍｉｒａｃｉｄｉｕｍｐｅｒｓｎａ ５miracidiapersnail．

9０
－←

[＝二二．Innersoil-filtercirc
---O--

-Petridishwithfilte
一一

座…Petridishwithagar

ercirculatingtank ulatingtank

rpaper

medium

ｎｅｒｓｏ

Petridishwithfilterpaper

Petridishwithagarmedium

8０

7０

、ミュ

…ate、､

可
6０

5０

rate／lnfection
4０

Ｍ,！.，
3０3０

Ｍｏｒｔａｌｉｔｙ

,lillm(:、,,，
2０2０

１００

０１２３４５１２３

ＫｕｒｕｍｅｓＬＴｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．７InfectionrateandmortalityofO‘
ん．〃Cs”ん０７α

（ｗｉｔｈｓｈｅｌｌｌｅｎｇｔｈｏｆ４～6ｍｍ）

(％）

０１２３４５１２３

Ｋｕｒｕｍｅｓｔ， Ｔｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．５InfectionrateandmortalityofO．

ｈ、〃osop/io7α

（ｗｉｔｈｓｈｅｌｌｌｅｎｇｔｈｏｆ４～6ｍｍ）

Ｉ

刎
卯
卯

Ｉ
１

1００

３miracidiapersnail．

9０
一一

[==二．Innersoil-(iltercirculatingtank
---o-－－

…画Petridishwithfilterpaper

忌扇PetridishMthagarmedium

ｇｔａｎｋ

ｅｒ

ｕｍ

8０

;己 7０

ふ
6０

5０

5０１

４０１ 4０

雛
301

3０

lIilI
Ｉ Mortality

二一一へｊ

ｌｉｌＭｌｌｉ
2０2０

l恥攪'１
１０1０

０１２３４５１２３

Ｋｕｒｕｍｅｓｔ．Ｔｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．８InfectionrateandmortalityofO、

九γzosopAoγα

（ｗｉｔｈｓｈｅｌｌｌｅｎｇｔｈｏｆ４～6ｍｍ）

０１２３４５ １２３

ＫｕｒｕｍｅｓＬ Ｔｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．６１nfectionrateandmortalityofO、

ノカ．〃osopho7α

（ｗｉｔｈｓｈｅｌｌｌｅｎｇｔｈｏｆ４～6ｍｍ）

（２７）



7４

(％）(％）

ＩＭＩ
１

５miracidiapersnail．

9０
nｋ

latingtank

paper

medium

］ａｕｔ忠ﾐﾐﾐ団Ｐｆ
旬ﾐﾐﾐ竃ﾐヨＬＬ

Ｍ］

a口ａｒｍｅＣＪが

八
LＩｌ

,lllLjnij,1lMl1Mmll
０１２３４５ １２３

ＫｕｒｕｍｅｓＬ Ｔｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．1lInfectionrateandmortalityofO・

ハ．〃Cs"ん０７α

（withshelllength，＜４ｍｍ）

ＴｏｎｅｓＬ
Ｋｕｒｕｍｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Fig.９InfectionrateandmortalityofO．
〃．〃osOPho7α

（withshelllength，＜４ｍｍ）

（％） (％）

１００
１ 〕0

lOmiracidiapersnaiL

9０
DＣ

－←

こ＝Innersoil-(iltercirculatingt
--o--

-PetridishwithH1terpaper
-X-

-Petridishwithagarmedium

anｋ anｋ

守ﾐﾐﾐｑ１ＰＰ 8０

ＨｐａｒｍｅＬ

7０

6０孔

5０

iilIJIjl
、&

、
4０4（

3０

2０

,illllilillMlj 1０

０１２３４５１２３

ＫｕｒｕｍｅｓＬ Ｔｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．１２１nfectionrateandmortalityofO・

ん〃Cs”んoγα

（withshelllength，＜４ｍｍ）

Ｋｕｒｕｍｅｓｔ、 Ｔｏｎｅｓｔ．

（No.ofgeneration）

Ｆｉｇ．１０１nfectionrateandmortalityofO・
ハ．〃Cs”ん０７α

（withshelllength，＜４ｍｍ）

(２８）



7５

Table31nfectionrateandmortalitｙｏｆＯ力．〃Cs”/bora（ｉｎinnersoilfilter
circulatingtank）infectedwith5miracidiapersnail

Shelllength（ｍ、）

Ｎｏ．of
Strain

generation ＞６

側
一
ｂ

＜４

ｂａｃ ａ Ｃ

ｂａｃ

105８６

（81.9）

205１７０

（82.9）

292２３４

（80.1）

120９１

（75.8）

115８１

（70.4）

125８８

（70.4）

６

（5.7）

１０

（4.9）

１５

（5.1）

１０

(8.3）

１２

(10.4）

１４

(11.2）

３１１５

（48.4）

５８４１

（70.7）

1０５７０

（66.7）

130８５

（65.4）

８７５６

（64.4）

９０５４

（60.0）

４

(12.9）

９

(15.5）

２０

(19.0）

１４

(10.8）

３

（3.4）

３

（3.3）

０
１
２
３
４
５

８９４５

（50.6）

105５３

（50.5）

９１４２

（46.2）

６１２５

（41.0）

９５３８

（40.0）

１
Ｊ
Ｊ
１
ｊ

０
２
０
０
９
９
２
７
７
９

１
．
２
．
１
．
１
．
１
．

１
９
０
９
７

１
１
２
１
１

く
く
く
く
く

Ｋｕｒｕｍｅ

０
１
２
３

119１１６

（97.5）

190１６５

（86.8）

200１６１

（80.5）

8９４１

（46.1）

3０１４

（46.7）

6３３１

（49.2）

１４

(15.7）

３

(10.0）

７

(11.1）

３

(2.5）

１２

(6.3）

１９

(9.5）

９８６９

（70.4）

1０１７１

（70.3）

８１４０

（49.4）

５

（5.1）

１０

（9.9）

９

(11.1）

Ｔoｎｅ

ａ：Ｎｏ．ofsnailsexaminedb：No.(％）ofsnailsinfectedc：No.(％）ｏｆｓｎａｉｌｓｄｉｅｄ

最も高く，特に循環式濾過飼育槽では，各累代飼育貝共

に70％以上を示した．ミラシジウム数10個宛感染になる

と，循環式濾過飼育槽の初代貝の48.8％が最も高いとい

う状態で，感染率はいずれも50％以下であった．死貝率

では，ミラシジウム数１個，３個，５個宛感染の場合は

大差なく，2.0％～16.7％であったが，１０個宛感染では

25％以上の死貝率を示し，中でも濾紙上飼育の初代貝及

び寒天培地上飼育の２代目貝の40.0％が高かった．

２）殼長４～６ｍｍを有する貝

Figs､５～８にみられる如く，ミラシジウム感染数１，

３，５個の場合は，その感染数が多い程感染率の高い傾

向がみられるが，飼育槽による差は認められないミラ

シジウム数10個宛感染では，１，３，５個宛感染の場合

に比し，極端に低く，その感染はいずれも50％以下であ

った．死貝率は，寒天培地上飼育２代目貝のミラシジウ

ム１個宛感染（20.0％）濾紙上飼育２代目貝のミラシジ

ウム３個宛感染（16.3％）及び５個宛感染（18.2％）を

除けば１，３，５個宛感染群では，いずれも10％内外で

あったが，１０個宛感染ではすべて２５％以上の高率を示

し，中でも循環式濾過飼育槽及び寒天培地上飼育の３代

10個宛感染の場合の寒天培地上飼育５代目貝(57.1％)，

３代目貝(50.0％)，濾紙上飼育初代貝（50.0％）などが

50％以上の高率を示した．

以上の殼長による感染率と死貝率を最も成績の良かっ

た循環式濾過飼育槽を用いて行なったミラシジウム５個

宛感染の場合についてみるとＴａｂｌｅ３の如くとなり，い

ずれも累代を重ねればその感染率は低下するが，６ｍｍ

以上の貝では，５代目迄70％以上の感染が認められ最も

成績が良い．また死貝率は４ｍｍ以下の貝がやや高い傾

向が認められている．

２．利根産０．ハ．〃ＯＳ"んoγａ

１）殻長６ｍｍ以上を有する貝

利根産貝では３代目迄しか実験を行なっていないが，

その成績はFigs､１～４に示す通りで，先の久留米産貝

と同様，ミラシジウム数５個宛感染の場合が最も成績が

良く，中でも循環式濾過飼育槽ではいずれも80％以上を

示し，特に初代貝は97.5％の高率を示した．ミラシジウ

ム数１個,３個宛感染では,３個宛感染の場合が良く，循

環式濾過飼育槽では初代貝の79.2％，濾紙上飼育では２

代目貝の70.0％，寒天培地上飼育では初代貝の73.7％が

（２９）
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５個宛感染させた結果,Table4に示す如く，殻長５ｍｍ

以上を有する貝では，３３８％の感染率を示したが，殻長

３～５ｍｍを有する貝では１７．５％，３ｍｍ以下を有す

る貝では７．５％であった．死貝率は，それぞれ10.0％，

10.0％，１５．０％であった．

４．台北県宣蘭及び彰化産Ｏ/i､九γ,"OSα"α

いずれも殼長６ｍｍ以上を有する貝にミラシジウム５

個宛感染させた結果，Table5にみられる如く，宣蘭産

貝では感染が見られなかったが,彰化産貝の１個(感染率

1.3％）に感染が見られた．死貝率は，それぞれ14.0％，

4.0％であった．

目貝では50.0％の死貝が認められた．

３）殼長４ｍｍ以下を有する貝

Figs,９～12にみられる如く，ミラシジウム数１０個宛

感染を除いては，いずれのミラシジウム感染数の場合で

も30～50％の感染率を示し，ミラシジウム数１個宛感染

の場合は，循環式濾過飼育槽の３代目貝(48.9％)，３個

宛感染の場合は，循環式濾過飼育槽の２代目及び３代目

貝(49.2％)，５個宛感染の場合は，寒天培地上飼育の３

代目貝(50.0％)が高かった．１０個宛感染の場合は，寒天

培地上飼育の２代目貝（31.3％）を除いては，いずれも

30％以下であった．死貝率では，ミラシジウム数１個宛

感染させ濾紙上飼育によった初代貝の８．０％及び３個宛

感染させ循環式濾過飼育槽によった初代貝の９９％を除

いて，すべて10％以上であり，中でもミラシジウム数１０

個宛感染させ，寒天培地上飼育によった３代目貝の53.8

96が最も高率であった．

Table61nfectionrateandmortalitｙｏｆ

Ｏ"come〃"iαノカ”e"ｓｉｓｃﾊ"/，infected
with5miracidiaofYamanashi

strainpersnail

,霊IkNodsnan｡
(ｍ、）examined

Ｎｏ．ｏｆｓｎａｉｌｓＮｏ・ofsnails

infecteddied

Table41nfectionrateandmortalitｙｏｆ

Ｏ"ＣＯ"２ｃｍ"iaAz<PC"s/ｓ９ｚ【αcJ7asi，infect‐
ｅｄｗｉｔｈ５ｍｉｒａｃｉｄｉａｏｆＹａｍａ‐

nashistrainpersnail

１６

(38.1）
１７

(40.5）
く３４２

（）：Infectionrateormortality

５．台北県石門産Ｏハ．ｃｈ"ｉ

殻長３ｍｍ以上を有する貝にミラシジウム５個宛感染

させた結果，Ｔａｂｌｅ６にみられる如く，その感染率は，

38.1％で，死貝率は40.5％を示した．

Shell

length
(ｍ、）

Ｎｏ．ｏｆｓｎａｉｌｓＮｏ・ｏｆｓｎａｉｌｓＮｏ、ofsnails
examinedinfecteddied

１２

(10.0）

８

(10.0）

１２

(15.0）

４０

(33.3）

１４

(17.5）

６

(7.5）
５
５
３

ン
針
く

120

８０

８０

Table71nfectionrateandmortalitｙｏｆ

Ｏ"co77zem"/α〃z〃"zα，infected
with5miracidiaofYama‐

nashistrainpersnail
（）：Infectionrateormortality

Shell

length
(ｍ、）

Ｎｏ．ｏｆ

ｓｎａｉｌｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｎｏ．of

miracidia／
snail

Ｎｏ．of

snails

infected

Ｎｏ．ｏｆ

ｓｎａｉｌｓ

ｄｉｅｄ３．レイテ産ＯＡ．９z`αα(Jsi

殻長の異なった貝に山梨系日本住血吸虫ミラシジウム ０

(0.0）

０

(0.0）

０

(0.0）

Ｏ

(0.0）

１
Ｊ
１
１

０
０
８
４

１
。
７
．
２
。
８
．

５
４
３
８
１

く
１
１
１

く
く
く

０
０
０
０

２
５
７
７

１

１
３
５
０

１

Table5Infectionrateandmortalitｙｏｆ

Ｏ"ＣＯ"ｌｅｍ"iαﾉｶ”e'Ｍ九,-'"Csα"α，infect‐
ｅｄｗｉｔｈ５ｍｉｒａｃｉｄｉａｏｆＹａｍａ‐

nashistrainpersnail

＜３

ＳｈｅｌｌＮｏ．of

Strainlengthsnails
（ｍ、）examined

Changhua＞６７５

１１ａｎ ＞６５０

Ｎｏ．ｏｆ

ｓｎａｉｌｓ

ｄｉｅｄ

３

（4.0）

７

(14.0）

Ｎｏ．of

snails

infected

l

（1.3）

０

（0.0）

（）：Infectionrateormortality

６．佐渡産Ｏ〃z〃"zα

殻長３ｍｍ以上を有する貝を実験に供した．しかし，

Table7に示した如く，いずれのミラシジウム数（１，

３，５，１０個宛)でも感染は見られなかった．死貝率は，

ミラシジウム１，３，５，１０個宛感染に対して，それぞれ

１

(0.8）
１０

(8.0）
Ｔｏｔａｌｌ２５

（）：Infectionrateormortality

（３０）
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また，０．ノカ、９"αｃＪ７ａｓｉに関しては，Ｄｅｗｉｔｔ（1954）

が同じ日本系のミラシジウムでの感染は成立しなかっ

たと報告している．今回の著者の成績がＯＡ．CAI(ｉ

では，Ｃｈｉｕの報告よりやや高率であり，また，０ｈ．

9"α`γαｓｉではＤｅｗｉｔｔの報告と異なって感染が認めら

れたということは，先の著者の報告（1976）と同様，感

染率がミラシジウム感染後の飼育環境によって異なった

ためと考えられる．Ｏハ.九γ,"Csα"αでは,今回Chan-

ghua産貝の１個（0.8％）に感染が認められた．この

○．ハ./Ｍ"OSα"αへの感染の問題は，種々議論されて

いるところで，ＨｕｎｔｅｒｅＺα/・（1952)は，日本住血吸虫

を用いてミラシジウム数１個では，感染は認められない

が，１０個の場合には０．８％に感染が認められたと報告し

ている．今回の著者の実験でも，ミラシジウム５個宛Ｊ

感染で同様に０．８％の感染がみられているが，Ｄｅｗｉｔｔ

(1954）やHsiiandHsii(1966）の報告では同様な実験

で感染の成立は全く認められなかったと述べている．ま

たHsiiandHsii（1956）はChanghua系の日本住血

吸虫についての検討も行ない，台湾の住血吸虫はnon‐

humanstrainで，日本のhumanstrainとは異なると

述べ，更にHsiiandHsii（1960）はフィリピンの日本

住血吸虫ミラシジウムを用いて他産貝への感染`性に関す

る検討を行ない，貝への感染性は産地によって差が認め

られたと述べている．この日本住血吸虫のstrainの問

題や，中間宿主としての貝の好適，非好適の問題は，メ

コン河流域に存在する日本住血吸虫がＯ"ＣＯ"zem"iα属

でないＬがAogZyPhOPsis`ＷγZαを中間宿主とする問題

と共に興味深いことであり，今後更にhost-parasite

relationshipの観点からも究明する必要があると考え

5.096,14.0％，18.8％，11.4％であった．

考察

著者は，第１報（1976）に引き続き山梨系日本住血

吸虫ミラシジウムを用いて，他産地貝Ｏ"CO,"e/α,,/α

属への感染性について検討を試みた．まず，他産地貝

ＯＡ．〃osOP/ｉｏｒａについて行なった飼育環境の差に

よる感染率の推移では，循環式濾過飼育槽が他の濾紙

上飼育及び寒天培地上飼育に比べ，感染率が高かった．

久留米及び利根産ＯＡ．〃oSoPhoγαの感染率では，両

者共に６ｍｍ以上の貝を用いた方が４～６ｍｍの貝に

比べ，感染率は高く，４ｍｍ以下の貝とでは，更にその

差は顕著であったミラシジウム感染数については，５

個の場合が最も良く，殼長６ｍｍ以上の貝を感染後循環

式濾過飼育槽で飼育した場合，久留米産貝で82.9～70.4

％，利根産貝で97.4～80.5％の感染率が見られるが，

ミラシジウム感染数３，１，１０個の順にその感染率は低

くなった．また，累代飼育貝のセルカリア感染状況に

ついては，第１報における山梨産貝の場合と同様累代飼

育が重なれば重なる程；感染率が低くなる傾向がみら

れ，特に久留米産貝では，寒天培地上飼育を除き，初代

から３代目迄，感染率の低下がゆるやかであるが，４代

目貝になると急速な低下の傾向がみられた．利根産貝に

ついては，使用した累代飼育貝が３代目迄であるため，

この点の観察は行なわれていないなお，両産地貝の感

染率を累代飼育貝３代目迄の貝について比較すると，

６ｍｍ以上の貝では，ミラシジウム数10個の場合を除い

ては，明らかに利根産貝の方が感染率が高い傾向がみら

れたが，４～６ｍｍ及び４ｍｍ以下の貝では，その差

は顕著でなかった．利根産累代飼育貝と著者（1976）が

報告した山梨産累代飼育貝の成績を比較してみると，循

環式濾過飼育槽における殼長６ｍｍ以上の貝では，山梨

産の方が僅かに感染率が高く，久留米産貝と比較する

と，更にその差は開く傾向が認められた．死貝率は，山

梨産貝が他の久留米及び利根産貝に比べ低い傾向がみ

られた．次にＯ几',Cs叩/ｉｏｒａ以外のＯｈ９ｌｌＭ

γａｓ/'０．ﾉﾉ./bγ'"Csα"α，０．ノカ・ｃＡ"ｉ及び０，"/'2i"!α

の４種貝に対する山梨系日本住血吸虫ミラシジウムの感

染性について比較してみると，その感染率はＯ・んｃＭＺ

が38.1％と最も高く，次いでＯＡ．９"α`γαｓｉが７．５％

～33.3％，０．〃./Ｍ"ＯＳα"αが０．８％であって，Ｏ

〃′1i"1αでは感染は認められなかった．Ｃｈｉｕ（1968）は

日本系日本住血吸虫の０．A．ｃｈ〃の感染率はミラシジ

ウム５～７個宛感染で22.2％であったと報告しており，
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ている．産地による感染性について今回の著者の成績を

みると，山梨系日本住血吸虫ミラシジウムの感染性は，

利根産の方が久留米産に比しやや高い傾向がみられる

が，○.ハ．〃Cs⑫ｂｏｒａでの産地による差はそれ程顕著で

はなく，○.ﾉ加川,Ｏｈ.９！`α`γαsi,○.ﾉｶ・力γ,"OSα"α

では０．ｈ．〃ＯＳ⑫ｈｏγαとの間に明らかな有意差が認め

られている．最後に，飼育期間中循環式濾過飼育槽の水

質汚染度を７～10日に１回，亜硝酸態窒素，アンモニア

総窒素量で測定した.その結果はFig.13にみられる如く

で，第１報と同様，水質汚染による貝の成長阻害はなか

ったものと考えられる．

まとめ

１）利根産及び久留米産累代飼育の○.ﾉ）.，zosqPAo(ｚ

に対する山梨産日本住血吸虫セルカリアの感染性は，利

根産の方がやや高い傾向を示すが，顕著な有意差は認め

られない．

２）貝の大きさとミラシジウム感染数との関係は，両

産地貝共６ｍｍ以上を有する貝にミラシジウム５個宛感

染させた場合が最も良かった．

３）０.ハ．９"α`ｒａＳｉ,０．/）.／bγ"joSo"α，０．/）．Ｃ〃`ｉ

に対する感染率は，○．ハ．〃oSOPho7aのそれと比較する

と，より低率である．また，０．〃』〃'"αには感染が認

められなかった．

終りに，御指導，御校閲を戴いた，辻守康教授，なら

びに各産地貝を提供して戴いたMSantos，Ｈ・C

Hsick，及びＥＲ、Ｃｈｏｕ諸氏，さらに何かと示唆を戴

いたミシガン大学のＹ・ＳＬｉａｎｇ博士，予防衛生研究

所安羅岡一男博士(現筑波大学教授)に謝意を表します．

なお本研究の要旨は，第１４回ＳＥＡＭＥＯＴＲＯＰＭＥＤ

の住血吸虫症に関するセミナー（1975）及び第３１回日本

寄生虫学会西日本支部大会（1975）に於いて発表した．
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j Abstract j

OBSERVATIONS ON THE SUSCEPTIBILITY OF ONCOMELANIA SPP.

TO SCHISTOSOMA JAPONICUM, YAMANASHI STRAIN

2. THE SUSCEPTIBILITY OF ONCOMELANIA SPP. OF THE DIFFERENT

GEOGRAPHICAL STRAINS TO S. JAPONICUM

Yuzuru IWANAGA

{Department of Parasitology, University of Hiroshima

School of Medicine, Hiroshima)

The infection of laboratory colonies of both Kurume and Tone strains of Oncomelania

hupensis nosophora snails with Schistosoma japonicum, Yamanashi strain was studid.

Results obtained are as follows ; (a) The snails with sizes of 6 mm over showed the

highest infection rate among others ; (b) infection rate decreased as the number of generations

accumularated ; (c) the highest infection rate was obtained among snails bred in inner soil-filter

circulating tank ; and (d) a dose of 5 miracidia/snail was seemed to be a snitable newber for

infecting snails.

As a whole, snails of Tone strain showed slightly higher infection rate than those of

Kurume strain.

Oncomelania hupensis chui, O. h. quadrasi and O. h. formosana were all less susceptible

than O. h. nosophora. O. minima, was found not to be susceptible.

The water from inner soil-filter circulating tank was analized chemically for the contents

of nitrite-nitrogen and ammonia-nitrogen. It was found that the value of the former ranged

from 10.0-45.0 y/L and the latter 40.5-111.5 y/L. Both of these values were smaller than those

found from the water in endemic areas.

( 33 )




